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今
か
ら
約
３
０
０
年
以
上
前

　

飯
山
に
仏
壇
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
た

の
は
、
今
か
ら
約
３
０
０
年
以
上
前
、
一

説
に
は
元
禄
２
（
１
６
８
９
）
年
、
甲

府
か
ら
来
た
寺
瀬
重
高
が
素
地
（
そ
じ
）

仏
壇
を
手
が
け
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
飯
山
仏
壇
の
よ
う
な
塗
仏
壇

（
ぬ
り
ぶ
つ
だ
ん
）
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、越
後
潟
町
か
ら
来
た
鞘（
さ

や
）
師
屋
佐
七
が
最
初
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。幕
末
の
頃
、仏
壇
彫
刻
の
名
手
で
あ
っ

た
稲
葉
喜
作
が
飯
山
仏
壇
の
名
声
を
高

め
、
製
作
方
法
も
分
業
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
稲
葉
喜
作
の
祖
先
が
京

都
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
飯
山
仏
壇

は
京
都
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

飯
山
仏
壇
が
今
日
ま
で
発
展
し
て
き

た
要
因
は
、
飯
山
が
信
仰
深
い
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
、
飯
山
藩
を
中
心
と
し
た
時

の
政
治
を
行
う
者
が
産
業
振
興
と
し
て

仏
壇
を
振
興
し
た
こ
と
、
仏
壇
の
原
材

料
で
あ
る
木
材
が
地
元
に
あ
っ
た
こ
と
、

漆
塗
り
に
最
適
な
清
ら
か
な
空
気
と
適

度
な
湿
度
を
持
つ
気
候
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「職人は、芸術家ではない」と話す森さん。仕事は、限られた時間の中で仕上げ
なければならないといいます。鳳凰の羽を一枚一枚手早く、小刀で滑らかに仕上
げていきます。

木によっては、仕事がしやすい木とそうでない木があるといい
ます。「人間と同じで、年輪の多い木ほど仕事がしやすい」と
話しながら掘り進める森さん。

数ある彫刻刀から次に使うものを瞬時に見極めます。彫刻刀の柄は森
さんの自作で、細いもので幅３mm。

今回は、飯山仏壇の８つの手仕事のうち「彫刻」「蒔絵」「金
具」の職人の技と伝統の手仕事にクローズアップします。
（現在、飯山市美術館で「伝統の技 工芸作家 三人展」開催中。 関連23㌻）

産地組合が実施する検
査に合格した飯山仏壇
には上の伝統マークを
使った伝統証紙が貼ら
れています。

伝統マーク
R4-096

蒔絵 金具彫刻

「
せ
ん
た
く
」
が
で
き
る
仏
壇

　　
飯
山
仏
壇
は
、
宮
殿
、
彫
刻
、
蒔
絵
、

金
具
な
ど
の
工
程
ご
と
に
分
業
で
作
成
し

て
い
て
、
仕
上
師
（
し
あ
げ
し
）
を
兼
ね

た
仏
壇
店
の
も
と
、
密
接
な
相
互
依
存

関
係
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
、
仏
壇
全
体
に
蒔
絵
（
高
蒔

絵
）
が
描
か
れ
、
そ
れ
が
金
具
と
金
箔
の

美
し
さ
と
融
合
し
て
、
他
の
産
地
に
は
見

ら
れ
な
い
特
有
の
趣
（
お
も
む
き
）
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
須
弥
壇
（
し
ゅ
み
だ

ん
）
の
上
に
さ
ら
に
も
う
一
段
上
壇
を
取

り
付
け
る
の
も
飯
山
仏
壇
の
特
徴
で
す
。

　

飯
山
仏
壇
は
、
仏
壇
全
体
を
分
解
す

る
こ
と
が
で
き
、
古
く
な
っ
た
飯
山
仏
壇

を
部
品
ご
と
に
洗
っ
て
再
塗
装
等
を
施
す

こ
と
で
新
し
く
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
「
せ
ん
た
く
」
が
で
き
る
の
も
特

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業

振
興
協
会
で
「
伝
統
工
芸
士
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
森
さ
ん
。
長
年
、
飯
山

仏
壇
の
彫
刻
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
彫
刻
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
当
時
木

島
地
区
に
あ
っ
た
㈱
信
越
と
い
う
仏
壇
・

仏
具
の
製
造
に
関
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
時

に
少
し
ず
つ
彫
り
物
を
覚
え
て
い
き
、
彫

刻
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
仕

事
の
面
白
味
は
、「
一
枚
の
板
か
ら
、
掘

り
出
し
て
い
く
こ
と
」
だ
と
言
い
ま
す
。

図
柄
を
板
に
写
し
、
数
あ
る
彫
刻
刀
か

ら
図
柄
に
合
わ
せ
た
も
の
を
選
び
、
手
際

よ
く
立
体
的
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。「
細

か
く
観
察
し
、
そ
れ
を
形
に
し
て
い
く
だ

け
」
と
話
す
森
さ
ん
。「
彫
刻
を
始
め
て

50
年
以
上
経
つ
が
、
ま
だ
ま
だ
技
量
は

足
り
な
い
」
と
自
分
を
振
り
返
り
ま
す
。

森
さ
ん
に
は
、
寺
町
シ
ン
ボ
ル
広
場
に
展

示
し
て
い
る
仁
王
像
の
修
復
に
も
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
個
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、
納
期

は
あ
る
も
の
の
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。
仕

事
が
忙
し
く
、う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、

散
歩
を
す
る
と
い
う
森
さ
ん
。「
散
歩
を

し
て
い
る
と
暇
だ
な
と
声
を
か
け
ら
れ
る

ん
だ
よ
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
士
と
し
て
後
継
者
の
育
成

等
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
森
さ
ん
。今
後
、

こ
う
い
っ
た
手
仕
事
が
評
価
さ
れ
、
次
の

世
代
に
引
き
継
げ
る
環
境
が
で
き
れ
ば

と
今
後
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

飯山仏壇につい
ての詳細は、ニッ
ポン手仕事図鑑
で公開している
ユーチューブの
動画をご覧くだ
さい。

QRコードで
youtubeを
チェック！

職人歴54年
木彫刻工房おけや 代表（木島平村）
平成10年に伝統工芸士として認定

彫刻 飯山仏壇 伝統工芸士

 森 德壽 さん
Norihisa Mori

飯
山
に
仏
壇
づ
く
り
が
伝
わ
っ
た
の
が
17
世
紀
後
半
。

飯
山
仏
壇
は
、
８
つ
の
工
程
に
大
別
さ
れ
、
今
も
な
お
職
人
た
ち
が
技
と
伝
統
を
守
り

伝
え
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
に
は
、
飯
山
市
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
、
経
済
産
業
大

臣
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

■飯山仏壇の8つの手仕事

木
き じ

地
宮
くうでん

殿

彫刻
塗装 金具

蒔
ま き え

絵

組み立て
宮宮殿殿

ま き えま き えま き えま き え

絵絵彫刻彫刻

今回は、飯山仏壇の８つの手仕事のうち「彫刻」「蒔絵」「金

塗装塗装
今回は、飯山仏壇の８つの手仕事のうち「彫刻」「蒔絵」「金

金具金具

組組み立てみ立てみ立て

金箔
押し
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使用している金粉は、「消し粉（け
しふん）」といって、厚み約0.3μ
（0.0003mm）を使用しています。こ
れは、蒔絵粉のなかで最も細かく薄
いものとなります。漆で描いた葉脈に
真綿で蒔かれた金粉を優しく馴染ま
せていきます。

漆（うるし）は、樟脳油（しょうのうゆ）
で溶いて、筆で描きます。 

筆先は、イタチ、タヌキ、ネズミの毛で作ら
れており、それぞれ用途により使い分けます。
筆は消耗品だという藤澤さん。使っているう
ちに毛が抜けて、頻度によっては３カ月で使
えなくなるものもあると言います。

飯山市ふるさと館の東側にある
工場は、お父さまの代から受け
継いだもので、昔からの道具な
どが大事に保管されています。
金具の模様を打ち付ける鏨（た
がね）の種類はさまざまで、お
父さまが使っていた昔のものも
あります。

金具職人の道具。鏨（たがね）の頭は金槌で
何回もたたくため、めくれていきます。よく
使う鏨ほどめくれ具合が激しいといいます。

背景に使う鏨（たが
ね）の模様は細か
く、そろえるのに苦
労するそうです。「ご
まかしややり直しが
きかないんです」と
リズムよく金槌（か
なづち）を打つ三ツ
井さん。根気と集中
力が大切だといいま
す。

　
蒔
絵（
ま
き
え
）は
、漆（
う
る
し
）で
、

絵
を
描
き
、
漆
が
固
ま
ら
な
い
う
ち
に
蒔

絵
粉
（
金
粉
）
を
蒔
い
て
表
面
に
付
着
さ

せ
る
も
の
で
す
。
粉
を
蒔
い
て
絵
に
す
る

と
こ
ろ
か
ら
蒔
絵
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
仏
壇
の
特
徴
の
一つ
に
胡
粉
盛
り

蒔
絵
（
ご
ふ
ん
も
り
ま
き
え
）
と
い
う
技

法
が
あ
り
ま
す
。
胡
粉
と
は
、
貝
殻
を

焼
き
、
砕
い
て
粉
末
に
し
た
も
の
で
、
こ

の
胡
粉
を
使
う
こ
と
で
、
蒔
絵
に
立
体
感

を
持
た
せ
ま
す
。
ま
た
、
胡
粉
は
、
粒
子

が
細
か
く
白
い
た
め
、
盛
っ
た
後
の
漆
塗

り
や
金
粉
で
の
仕
上
げ
が
、
き
れ
い
に
仕

上
が
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
父
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
っ
た
と
い
う

藤
澤
さ
ん
。
21
歳
で
職
人
の
世
界
に
入

り
ま
し
た
。
蒔
絵
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
昔

な
が
ら
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ

ま
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
、
絵
は
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
絵
を
描
く

こ
と
は
、
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
藤

澤
さ
ん
。「
絵
の
構
図
や
デ
ザ
イ
ン
性
が

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
」
だ
と
語
り
ま
す
。
他

の
こ
と
は
あ
る
程
度
習
え
ば
で
き
る
の
で

は
、
と
話
は
続
き
ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
な

所
に
行
っ
て
、
風
景
や
絵
を
見
て
、
そ
れ

が
と
っ
か
か
り
と
な
っ
て
、
教
わ
る
こ
と

の
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
の
構
図
や

デ
ザ
イ
ン
性
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と
う
な

ず
き
ま
す
。「
一
日
で
も
長
く
仕
事
を
し
、

自
分
が
職
人
と
し
て
生
き
た
証
を
残
し

た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
鏨
（
た
が
ね
）
は
、
金
属
の
杭
の
先
に

模
様
が
刻
ま
れ
た
も
の
で
、
金
具
は
、
そ

の
鏨
を
金
槌
（
な
か
づ
ち
）
で
叩
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
模
様
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

金
具
職
人
だ
っ
た
父
親
の
後
を
継
ぎ
、

高
校
を
卒
業
後
、
職
人
の
道
に
入
っ
た
三

ツ
井
さ
ん
。「
お
客
さ
ま
の
期
待
や
要
望

に
応
え
る
た
め
、
い
ま
だ
に
試
行
錯
誤
の

連
続
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
も

あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

後
を
継
ぎ
10
年
は
景
気
も
よ
く
、
職

人
が
た
く
さ
ん
い
た
が
、
今
で
は
需
要
が

減
っ
た
と
言
い
ま
す
。価
値
観
の
多
様
性
、

核
家
族
が
増
え
、
仏
壇
を
置
か
な
い
家
庭

が
増
え
る
な
ど
、事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
ま
で
仕
事
を
す
る
中
で
苦
労
も
あ
っ
た

が
、
飯
山
仏
壇
の
伝
統
を
絶
や
し
た
く
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
続
け
て
き
た
と

言
い
ま
す
。
今
は
、そ
の
技
術
を
生
か
し
、

仏
壇
金
具
だ
け
で
な
く
、
表
札
や
花
器
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
う
え
で
、
お
客
さ
ま
と
の
対

話
を
大
切
に
し
て
い
る
と
三
ツ
井
さ
ん
。

一つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
手
仕
事
に
、

価
値
観
を
見
出
し
て
い
る
お
客
さ
ま
の
期

待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
語
り
ま
す
。「
時

代
が
移
り
変
わ
り
、
価
値
観
も
変
わ
る
。

た
だ
、
命
を
尊
重
す
る
思
い
だ
け
は
絶
や

し
て
は
い
け
な
い
」と
話
は
続
き
ま
す
。「
仏

壇
は
、
家
族
や
先
祖
を
つ
な
ぐ
も
の
。
形

は
ど
う
で
あ
れ
残
し
て
い
け
れ
ば
」
と
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

蒔絵
 藤澤 一雄 さん
Kazuo Fu j i sawa

飯山仏壇 伝統工芸士

職人歴41年
㈱藤澤蒔絵 代表（木島地区）
平成10年に伝統工芸士として認定

金具
 三ツ井 照雄 さん
T e r u o  M i t s u iT e r u o  M i t s u i

職人歴45年
㈲三ツ井金具製作所 代表取締役 （飯山地区）
平成10年に伝統工芸士として認定

飯山仏壇 伝統工芸士



広
告
コ
ー
ナ
ー スポーツジム 会員募集

飯山市南町17-1
【TEL】  070-2820-3313
【平日】14:00-21:00
【土日】13:00-18:00（休館：水曜・祝日）

・健康な身体で仕事を続けたい
・健康で充実した毎日を過ごしたい
・買い物ついでにちょいトレ歓迎
・健康診断の結果が気になる

Fitness room  Ken Katsu Biyori
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お知らせ Pickup ⤴
　市では年 2 回、財政の執行状況
等を公表しています。今回は令和 3
年度における令和 4年３月末日の
状況です。なお、詳細なデータは飯
山市ホームページをご覧ください。

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 60億 2,555万円 60億 4,599万円 100.3％
市 　 税 22億 5,800万円 24億 7,251万円 109.5％
市 債 11億 6,320万円 3億 9,200万円 33.7％
国庫支出金 21億 2,059万円 16億 8,773万円 79.6％
寄 附 金 12億 4,012万円 11億 9,041万円 96.0％
県 支 出 金 8億 4,324万円 5億 2,056万円 61.7％
そ の 他 32億 4,118万円 24億 9,566万円 77.0％

支出内容 予算額 支出済額 執行率
総 務 費 37億 8,587万円 16億 6,982万円 44.1％
民 生 費 37億 2,232万円 30億 1,655万円 81.0％
土 木 費 26億 3,711万円 14億 4,601万円 54.8％
教 育 費 12億　101万円 10億 4,082万円 86.7％
公 債 費 15億 8,577万円 15億 6,737万円 98.8％
商 工 費 13億 4,482万円 11億 9,858万円 89.1％
衛 生 費 11億 4,815万円 10億 3,909万円 90.5％
農林水産業費 7億 5,532万円 4億　226万円 53.3％
そ の 他 7億 1,151万円 6億 4,334万円 90.4％

収入済額148億486万円（収入率87.6％）

支出済額120億2,384万円（執行率71.2％）

▼特別会計
収入済額   60億 1,109万円（収入率75.4％）
支出済額   66億4,840万円（執行率83.4％）

特別会計名 予算現額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

公 共 下 水
道 事 業 16億 3,177万円 6億 6,713万円 40.9％

10 億　273万円 61.5％

国民健康保険 22億 5,351万円 21億 1,248万円 93.7％
20 億 3,870万円 90.5％

特定環境保全
公 共 下 水 道 3億 5,278万円 1億 3,904万円 39.4％

2 億 3,770万円 67.4％
福 祉 企 業
セ ン タ ー 4,318万円 3,405万円 78.9％

3,902万円 90.4％

簡 易 水 道 1,933万円 1,887万円 97.6％
1,822万円 94.3％

農 業 集 落
排 水 事 業 2億 5,761万円 7,625万円 29.6％

2 億 3,487万円 91.2％

介 護 保 険 28億 5,738万円 24億 5,215万円 85.8％
26 億 1,172万円 91.4％

ケ ー ブ ル テ
レ ビ 事 業 2億 2,749万円 2億 2,577万円 99.2％

1 億 7,520万円 77.0％
後 期 高 齢
者 医 療 2億 6,357万円 2億 6,288万円 99.7％

2 億 2,886万円 86.8％
駐 車 場
事 業 6,339万円 2,247万円 35.5％

6,138万円 96.8％

▼一般会計

令和 3 年度　飯山市下半期

財 政 事 情

長期借入金

予算額 168億9,188万円（前年度繰越明許分含）

普通会計　121億 5,787 万円

市債残高合計 203億 3,350 万円
企業会計　  81 億 7,563 万円 ④土木関係

40億 6,220万円
⑤保健衛生
6億 7,405万円
⑥教育関係
20億 5,304万円
⑦公営住宅関係
7億　495万円
⑧商工関係
4億 5,340万円
⑨福祉関係
5億 8,429万円
⑩農林関係

6,690万円
⑪情報関係

2,907万円
⑫その他
35億 2,997万円

①下水道関係
65億 4,489万円
②上水道関係
11億 6,793万円
③駐車場関係
4億 6,281万円

▼長期借入金残高の内訳（令和 4年 3月末）

QRコードで
ホームページ
をチェック！

執行状況

▼長期借入金残高の推移（各年3月末）

平成22年　　 平成26年　平成29年　　    　  令和 4年

270.5億円

237.2億円

215.8億円 203億
 3,350万円

⑦ 3.5％
⑧ 2.2％
⑨ 2.9％
⑩ 0.3％
⑪ 0.1％

企業会
計
 40.2％　　普通会

計
 5
9.
8％ 市債

残高合計
203億
3,350万円

① 32.2％

② 5.7％
③
 2.3％④ 20.0％

⑤ 3.3％

⑥
10.1％

⑫ 17.4％

申込締切：７月25日（月）

新型コロナワクチンの4回目接種のご案内

施設園芸用の燃油価格の高騰に備え

「施設園芸セーフティネット構築事業」への加入団体等を募集

保健福祉課 健康増進係　 ℡ 67-0727（直通）

農林課 農業振興係　 ℡ 67-0729（直通）

対象者
　新型コロナワクチンの４回目接種の対
象者は、３回目接種から５カ月以上経過
した下記の方になります。なお、重症化
リスクが高い基礎疾患を有する方の範囲
は厚労省ホームページをご確認ください。
　① 60歳以上の方
　② 18 歳以上 60 歳未満で、基礎疾患を有する方

や重症化リスクが高いと医師が認める方

基礎疾患による接種を新たに希望する方
　新たに基礎疾患による接種を希望する方は、次の
方法で接種券をお申し込みください。

積極的なワクチン接種をご検討ください
　12歳以上の1・2・3回目接種と小児接種を当面継
続して行います。また長野県が行っている接種会場も
あります。ご自身のみならず、家族や大切な人を守る
ためにもワクチン接種を積極的にご検討ください。

接種券の発送
・発送時期 ６月下旬予定（接種開始７月中旬予定）
・発送順　　 60 歳以上の方と、令和３年の基礎疾

患等の調査で基礎疾患ありと回答し
た方の3回目接種順で発送

・日時指定　 指定あり　60歳以上の方
　　　　　　 指定なし　60歳未満の方

※指定日時の変更や日時の指定は、コールセン
ターやインターネットで手続きをお願いします

QRコードで
ホームページ
をチェック！

■事業内容
　・国と農業者で 1：1の積立を行い、
価格高騰により発動基準価格を超
えた場合、補填金が支払われます

　・補填されなかった積立金は事業終
了後に還付されます

■加入要件
　・施設園芸農家３戸以上又は、農業
従事者 5名以上で構成する農業
者団体等

　・3年間で燃油使用料を 15％以上
削減する計画の作成

■対象油種
施設園芸（野菜、果樹、花きの栽培）
に使用するA重油、灯油
■申込先
　北信農業農村支援センター
　℡0269-23-0209

○コールセンター
　℡ 0120-905-162

○ながの電子申請
QRコードは
こちら→
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お知らせ Pickup ⤴

企画財政課 ふるさと応援係　☎ 67-0722（直通） まちづくり課 まち並整備係　☎ 67-0738（直通）

公民連携推進室 公民連携推進係　☎ 67-0725（直通） まちづくり課 まち並整備係　☎ 67-0738（直通）

悠久のふるさと飯山応援金
ふるさと納税返礼品を募集しています

市有財産「旧あきは保育園」の利活用に向け
サウンディング型市場調査を行います

新たにレンタルスペースとして運用開始
寺町公園ふれあい館（旧月あかり・雪あかり）

新たにレンタルスペースとして運用開始
飯山城址公園交流展示館（旧お休み処）

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

■返礼品（全てに当てはまる物品または役務等）
　○市の魅力が伝わり、地場産業の振興に
　　つながるもの
　○総務省の地場産品基準に適合するもの
　　（詳細はお問い合わせください）
　○品質や数量を安定して供給できるもの

■提供者（全ての要件を満たす方）
　○各種法令に沿った生産・製造・販売・
　　役務を行っている
　○市内の圃場、工場、施設等で生産・製
　　造・加工・役務等を行っている
　○返礼品発送、役務提供を自ら責任を
　　持って行える
　○返礼品に対するクレームに誠実に対応
　　できる
　○暴力団の構成員等でない

■調査対象施設
　旧あきは保育園の土地・建物
　（所在地：飯山市南町６-７）
■土地の情報
　地目　宅地
　地積　1224.02㎡（実測面積）
■建物の状況
　構造　鉄骨造
　階数　１階
　建築面積　615.45㎡
　竣工年度　平成８年度増築
　　　　　　昭和47年度建築部分改造

■悠久のふるさと飯山応援金（ふるさと納税）の実績
　令和元年度から令和３年度に全国から飯山市へ寄せられたふ
るさと納税はおよそ 64,000 件、40億円を超えています。
　返礼品調達による経済効果は、３年間で 12億円以上と推計さ
れます。寄附額から返礼品代金や寄附受付サイト利用料などを
支払って残った 22億円余については、「愛する飯山ふるさと基
金」に積み立てを行い、①地方創生・まちづくり、②文化・歴史、
③自然・景観・観光、④教育・福祉・子育て、⑤地域中核医療
機関の充実、⑥農業・農産物生産振興の中から寄附者の皆さま
に選択いただいた事業分野に活用させていただいています。

　市では、昨年３月末で閉園となった旧あきは保育園の施設および敷地について、利活用を検討し
ています。土地・建物の利活用の検討にあたり、売却・賃貸の条件や想定される利用用途などにつ
いて整理するため、事業者の皆さまとの対話（サウンディング型市場調査）を実施します。申請書
類等詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

　「寺まち交流館（高橋まゆみ人形館）」に隣接している旧月
あかり・雪あかりの施設を新たにレンタルスペースとして運
用しています。厨房を含め一括の利用など多様な活用が図れ
ます。市民の皆さまや観光客等の交流の場、地域産業の振興
や地域活性化にご活用ください。詳しくは、市ホームページ
をご覧いただくかお問い合わせください。

　飯山城址公園内にある旧お休み処の施設の一部を新たにレンタルスペースとして運用を開始しました。館外
のテラス席を含め、公園内でのイベント開催等に併せてご活用ください。詳しくは、お問い合わせください。
■レンタルスペース
　厨房施設・レジカウンター・事務室（休憩室）【合計 約 34㎡】
※この他のスペースは、誰もが使える共有スペースとなっているため、利用に
　は制限があります
■施設使用料
　昼の部（午前 9時～午後 5時）　日額 1,500 円　月額 15,000 円
　夜の部（午後 5時～午後 9時）　日額 3,500 円　月額 35,000 円
　1日　  （午前 9時～午後 9時）   日額 5,000 円　月額 50,000 円

特産品・サービス
などのご提案を
お待ちしております！

令和元年度

■寄附件数 ■寄附金額

2万件
2.3万件 12.8億円 15

.2億円
12.3億円2.1万件 2.0万件

令和2年度 令和3年度

■対話のスケジュール
　○対話の参加申込受付期間
　　６月13日（月）から７月15日（金）まで

※希望者のみ同期間内で現地見学（土日祝
日を除く）あり、希望される方は期間内
に電話でご連絡ください

　○対話の実施日
　　７月20日（水）から７月29日（金）まで
■申込方法
必要書類を市役所公民連携推進室まで
ご提出ください

ふれあいスペース①
約44㎡
（１階・フローリングほか）
日額使用料        850円
月額使用料   12,800円

厨房施設

ふれあいスペース②
約67㎡
（2階・和室）
日額使用料        940円
月額使用料   14,100円

ふれあいスペース③
約47㎡
（１階・ロフトあり）
日額使用料        910円
月額使用料   13,600円

事務室 共有スペース

厨房スペース
約48㎡
（１階・調理器具使用可）
日額使用料     1,300円
月額使用料   19,500円

令和元年度 令和2年度 令和3年度

10億円
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千
曲
川
北
信
５
市
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
総
会
を
開
催

　
千
曲
川
北
信
５
市
町
か
わ
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
会
長 

足
立
正
則
飯
山
市
長
）
が
、
５

月
16
日
に
総
会
を
飯
山
市
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
昨
年
の
5
月

に
設
立
さ
れ
、
北
信
地
域
の
千

曲
川
沿
い
の
長
野
市
、須
坂
市
、

中
野
市
、
飯
山
市
、
小
布
施
町

の
５
市
町
と
国
、
県
、
民
間
事

業
者
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
千

曲
川
の
約
45
㌔
を
ボ
ー
ト
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
と
い
っ
た
水
辺
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
楽

し
め
る
整
備
・
計
画
を
行
う
と

と
も
に
、
川
流
れ
体
験
や
史
跡

巡
り
に
よ
り
、
地
域
郷
土
愛
の

醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
議
事
の
ほ
か
足

立
会
長
か
ら
昨
年
実
施
し
た
河

川
調
査
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
試
走
結
果
の
報
告
と
今
後

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
各
市
町
で
の
カ

ヌ
ー
ポ
ー
ト
の
周
辺
整
備
構
想

の
検
討
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
河
川
空
間
の
利
活
用
の

構
想
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

令
和
４
年
度 

飯
山
市
水
防
訓
練
を
実
施

　
国
、
県
、
飯
山
市
消
防
団
な

ど
の
関
係
機
関
、
団
体
合
わ
せ

総
勢
約
３
０
０
名
で
、
５
月
29

日
に
令
和
４
年
度
飯
山
市
水
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、

市
内
各
樋
門
な
ど
で
行
わ
れ
、

中
央
橋
下
流
木
島
側
の
河
川

敷
で
は
、
消
防
団
に
よ
る
水
防

工
法
の
訓
練
と
市
の
排
水
ポ
ン

プ
車
の
設
置
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
各
樋
門
で

は
、
実
際
の
樋
門
操
作
訓
練
の

ほ
か
、
市
役
所
と
の
連
絡
体
制

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
防
災
D 

X 

R 

P 

A
を
活
用
し
た
水
位
取
得
の

実
証
実
験
も
併
せ
て
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
手
動
で

入
力
し
記
録
し
て
い
た
各
観
測

所
の
河
川
水
位
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
動

的
に
本
部
の
パ
ソ
コ
ン
へ
記
録

さ
れ
る
も
の
で
、
実
災
害
で
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
の
把
握
が

期
待
で
き
ま
す
。

開会にあたり「皆様方からご意見をいただき、より良い計画と
してまいりたい」とあいさつする足立会長

現在整備しているカヌーポート（7月中旬完成予定）

前列中央左からクラブツーリズム㈱平野専務取締役、足立会長、近
畿日本ツーリスト㈱大原取締役

総会にあたりあいさつをする足立会長工事を終えた堤防を視察する委員の皆さん

RPAにより、河川水位を表示しているホームページを見つけ、パソ
コンに自動的に水位が書き込こまれる様子を確認する本部関係者

飯
山
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
協
議

　

今
年
度
第
１
回
目
と
な
る

飯
山
市
地
域
公
共
交
通
会
議

を
、
５
月
18
日
に
市
役
所
で
行

い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
地
域

公
共
交
通
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
案
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
同
計
画
は
、

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域

旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
姿
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
策
定

す
る
も
の
で
す
。
計
画
の
期
間

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
集
落
の
実

情
や
利
用
者
の
目
的
な
ど
に
合

わ
せ
た
公
共
交
通
の
見
直
し
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
活

用
を
図
る
公
共
交
通
D 

X 

の
推

進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
（
関
連
13
㌻
）
し
て

お
り
、
今
年
夏
の
策
定
を
目
指

し
ま
す
。
策
定
後
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
等
の
連
携
の
下
、

各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
と
包
括
連
携
協
定

　
信
越
９
市
町
村
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
信
越
９
市
町
村
広
域

観
光
連
携
会
議
が
５
月
27
日
に

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら

で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
冒
頭
、
足
立
正
則
会
長

は
、「
北
陸
新
幹
線
駅
と
一
帯
に

広
が
る
山
岳
高
原
、
農
山
村
田

園
地
帯
に
息
づ
く
、
魅
力
あ
る

文
化
や
歴
史
、
自
然
景
観
な
ど

を
最
大
限
に
生
か
し
、
今
後
も

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
生
か

し
た
交
流
人
口
拡
大
に
取
り
組

み
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
年
で
３
年
目

と
な
る
「
自
転
車
活
用
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
」
に
関
す
る

事
業
の
報
告
の
ほ
か
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応

す
る
観
光
戦
略
と
し
て
、
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
旅
行
商
品
の
企
画
販
売
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
㈱ 

大
原
浩 

取
締

役
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱ 

平
野
恭
一 

専
務
取
締
役
の
出

席
の
下
、
包
括
連
携
協
定
の
締

結
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
同
連
携
会
議
は
、
両
社
と

連
携
す
る
と
と
も
に
、
世
界
で

自
転
車
ツ
ア
ー
を
手
が
け
て
い

るBicycle A
dventure

社

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
シ
ア
ト
ル
）
の
招
聘
（
し
ょ

う
へ
い
）
な
ど
を
行
い
、
国
内

外
に
向
け
た
誘
客
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

千
曲
川
等
災
害
対
策
連
絡
協
議
会
が

完
成
間
近
の
木
島
護
岸
工
事
を
視
察

　

飯
山
市
千
曲
川
等
災
害
対

策
連
絡
協
議
会
が
、
６
月
末
に

完
成
予
定
の
木
島
地
区
の
護
岸

工
事
を
５
月
24
日
に
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
護
岸
工
事
は
、
堤

防
下
か
ら
の
浸
透
水
を
遮
断
す

る
た
め
、
幅
90
㌢
、
長
さ
15
㍍

の
鋼
の
矢
板
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
堤
防
の
り
面
に
遮
水
シ
ー

ト
と
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
り
堤
防
を

強
化
す
る
も
の
で
、
こ
の
工
事

の
完
成
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

が
予
定
し
て
い
た
木
島
護
岸
工

事
が
全
て
完
了
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、
同
日
市
役
所

で
総
会
を
行
い
、
そ
の
後
、
千

曲
川
等
改
修
整
備
事
業
の
促

進
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
足
立

市
長
と
連
名
で
、
宮
本
衡
司
県

議
会
議
員
、
国
土
交
通
省
千

曲
川
河
川
事
務
所
中
根
達
人

所
長
、
北
信
建
設
事
務
所
関

克
浩
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

飯山のニュース

提案を説明した高校生と審査委員の皆さん

活
性
化
を
図
る
た
め 

４
グ
ル
ー
プ
の
高
校
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
市
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で

高
校
生
が
自
ら
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
応
援
す
る
高
校
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
支
援
事
業
の

審
査
会
を
、
５
月
30
日
に
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
５
年
目
と
な
る
同
事

業
に
は
、
４
グ
ル
ー
プ
の
応
募

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
審
査

委
員
で
あ
る
足
立
市
長
ほ
か
５

名
に
対
し
、
活
動
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
提
案
が
あ
っ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
飯
山
市
の
特
産
品
を
使
っ
た

カ
ヌ
レ
を
作
り
た
い
！

飯
山
高
校  　
　
　
　

■
地
域
に
貢
献
で
き
る
商
品
開
発

下
高
井
農
林
高
校
３
年

食
品
科
学
コ
ー
ス

■
最
初
で
最
後
の

高
校
生
そ
ば
食
堂

下
高
井
農
林
高
校　
　

そ
ば
班

■
地
域
の
環
境
を
植
物
か
ら
判
定

そ
し
て
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の

自
然
を
守
る
活
動

下
高
井
農
林
高
校
３
年

グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科

道の駅「花の駅 千曲川」

整備中のカヌーポート
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「
飯
山
市
地
域
公
共
交
通
計
画

（
案
）」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集

　　
飯
山
市
で
は
、
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、「
飯
山
市
地
域

公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
計
画

案
が
ま
と
ま
り
、
現
在
次
の
と
お

り
、
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
意
見
の
募
集
期
間

　
６
月
30
日
㈭
ま
で

■
資
料
の
公
表
場
所

　
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
３
階
企
画
財
政
課　

  

窓
口
（
土
・
日
を
除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法

所
定
の
用
紙
に
よ
り
担
当
係

に
ご
提
出
く
だ
さ
い

■
意
見
の
提
出
が
で
き
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

・
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業

  

所
に
勤
務
す
る
者

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
個
人
お
よ

び
法
人
そ
の
他
の
団
体

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

☎ 

６
７-

０
７
２
２
（
直
通
）

広
報
飯
山
令
和
４
年
５
月
号
の

訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
５
月
15
日
発
行
の

広
報
飯
山
５
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

■
訂
正
部
分

広
報
飯
山
5
月
号
14
㌻
「
人

権
同
和・企
業
人
権
教
育
講
座
」

の
「
部
落
と
出
会
う
、
自
分
と

出
会
う
」
の
正
し
い
講
師
氏
名

は
「
N 

P 

O
法
人 

人
権
セ
ン

タ
ー
な
が
の 

中
本 

佳
代
子 

さ

ん
」
で
す

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係

☎ 

６
７-

０
７
４
3
（
直
通
）

飯山市民プールオープン
10:00 ～

■期　間
　7月 16日（土）～ 8月 21日（日）
　7月 16日および８月 21日は入場無料
■営業時間
　10:00 ～ 15:30（時短営業）
■定休日（いずれも水曜日）
　７月 20日、27日、８月3 日、10 日、17日
■入場料
　大人250円、中学生以下150円（2歳未満無料）
　※小学校3年生以下は、成人の付添人が必要です。新型

コロナウイルス感染症対策にご協力ください。また、感
染が拡大する恐れがある場合は、入場制限や閉鎖する
場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

監視アルバイト 募集中 !!

スポーツ推進室 スポーツ推進係　☎ 67-0746（直通）

市民プールの監視アルバイトを募集しています。詳しく
はスポーツ推進室までお問い合わせください。

7 16 ㊏

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
は
不
要
で
す

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給

付
金
は
、
子
ど
も
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た

り
、
薬
局
で
調
剤
を
受
け
た
場
合

な
ど
に
、
窓
口
で
支
払
う
自
己
負

担
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

　

現
在
ご
使
用
の
受
給
者
証
は

７
月
31
日
で
有
効
期
間
が
終
了

と
な
り
ま
す
。
前
回
の
お
手
続
き

の
際
、
税
務
資
料
等
の
閲
覧
を

行
う
こ
と
等
に
同
意
い
た
だ
い
て

い
る
方
の
受
給
者
証
の
更
新
手
続

き
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
の
方
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
受
給
資

格
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
な
い
場
合
は
却
下

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
交
付
対
象
者

　
・
母
子
家
庭
等

　
・
父
子
家
庭

　
・
障
が
い
の
あ
る
方

■
受
給
者
証
の
発
送

　
７
月
下
旬
を
予
定

※
保
険
証
が
変
わ
っ
た
等
、

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎ 

６
７-

０
７
２
７
（
直
通
）

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
ご
案
内

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障

が
い
者
・
障
が
い
児
の
皆
さ
ん
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給

し
ま
す
。
手
当
を
受
け
る
に
は
受

給
資
格
の
認
定
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

■
支
給
対
象
者

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
が

い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、

こ
れ
と
同
程
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
人
な
ど
。
内
部
障
が
い
重
複

は
除
く
）
3
カ
月
を
超
え
る
入

院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額

　
（
月
額
）
２
万
７
３
０
０
円

■
支
給
制
限

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
額
が
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■
支
給
対
象
者

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
が

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎ 
６
７-

０
７
２
７
（
直
通
）

い
児
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
一
部
の
障
が
い
児
、
療

育
手
帳
Ａ
１
の
一
部
の
重
度
障
が
い

児
。
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人
な
ど
）。
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で

す
。

■
支
給
額

　
（
月
額
）
１
万
４
８
５
０
円

■
支
給
制
限

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
額
が
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

いいやま人権福祉センター
（飯山市大字静間 1305-1）　☎ 81-3101

　英語が苦手な中学生が対象です。参加者はマ
スクの着用をお願いします。また、新型コロナの
影響により、日程・内容等の変更や中止になる場
合があります。詳しくはお問い合わせください。
■日時
　・中１レベル 7月30日（土）午前 9時～正午
　・中２レベル 7月30日（土）午後 1時～ 4時
■対象
中学１年生から３年生
■講師
　JES 長野ジュニア英語研究会　講師
■受講料・定員
　無料・各12人（定員になり次第締め切り）
■内容
基本文の学習、短い英文の理解　等
■場所
　いいやま人権福祉センター
■持ち物
　中学１、２年の英語教科書・ノート・筆記具
■申し込み期間
　7月１日（金）から７月15日（金）まで

「夏休み英語教室」の参加者募集
いいやま人権福祉センター地域住民交流講座

 人権政策課　男女共同参画係　☎ 67-0743（直通）

　コロナ禍でより明らかになった家庭内の男女役割に
対する固定観念について家族社会学とジェンダー研究
の視点からひも解いていきます。入場は無料です。詳
しくはお問い合わせください。
■講師　石井クンツ昌子さん
　　　　（お茶の水女子大学理事・副学長）
■日時　６月 25日（土）午後１時 30分開会
　　　　（講演 90分間）
■会場　飯山市文化交流館 なちゅら 小ホール
　　　　（入場無料・託児なし）

コロナ禍から家庭内の
男女平等を考える

男 女 共 同 参 画 講 演 会
いいやま女性センター未来文化講演会

 事業戦略室 事業戦略係　☎ 67-0724（直通）

　飯山市では、第６次総合計画の策定にあたり、
必要な事項について調査および審議いただく基
本構想審議会の委員を次のとおり公募します。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください。
■募集人員　　若干名
■受付期間　　７月 15日㈮まで
■任期　　　　８月から2月末頃まで
■報酬　　　　日額 5,700 円
■応募資格
①昼間の会議（任期中 5回程度）に参加で
きる、18 歳以上の市内在住・在勤・在学
の方

②他の審議会等の公募による委員に選任され
ていない方

③飯山市の職員または議員以外の方
④市税等を滞納していない方

■応募方法　　
応募用紙（市のホームページからダウンロー
ド可）および「飯山市のまちづくり」をテー
マにした作文（任意の様式で 800 字程度）
の提出

飯山市基本構想審議会の
委員を公募します

QRコードで
ホームページ
をチェック！

■講師プロフィール
アメリカワシントン州立大学にて社会学部博士号取得後、カリフォ
ルニア大学リバーサイド校社会学部で20年間教鞭を執る。平成
18年から14年間、お茶の水女子大学教授として、また平成27
年からは同学ジェンダー研究所所長を兼務。令和3年から現職に。
主な研究テーマは家庭内性別役割分業の国際比較。日本家族社
会学会会長、日本社会学会理事、日本家政学会家族関係部会役
員、国連専門家会議メンバー、内閣府男女共同参画会議専門委員、
日本学術会議連携会員などを歴任。平成24年には全米家族関係
学会より国際的な家族研究者に贈られるヤン・トロスト賞を受賞。
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子育てと仕事を一人で担うひとり親世帯に
ついて、新型コロナウイルス感
染症の影響が長期化しているこ
とから、飯山市独自に特別給付
金を支給します。なお、国によ
る特別給付金も、昨年に引き続
き支給します。

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

ひとり親のご家庭へ大切なお知らせ

■対象者（次のいずれかに該当する方） ■手続き等

振込日 6 月 27 日（月）
口　座 令和4年４月分の児童扶養手当を支給した口座

○児童扶養手当受給者の方
　（令和4年４月分を受給された方） 申請不要

受付開始 6 月 27 日（月）
手続方法 申請書に振込先口座などを記入して、必

要書類とともに子ども育成課の窓口に直
接ご提出ください。（申請書は子ども育成
課にあります）

振込日 支給要件に該当する方に対して、申請内
容を確認して指定口座に可能な限り速や
かに振り込みます。

○公的年金等を受給していることにより、
令和４年４月分の児童扶養手当の支給を
受けていない方
公的年金等：遺族年金、障害年金、老齢年金、

労災年金、遺族補償など
○新型コロナウイルス感染症の影響を受け
て家計が急変するなど、収入が児童扶養
手当を受給している方と同じ水準となっ
ている方

申請必要

国の給付+市独自に支給飯山市飯山市
児童１人
あたり ５万円

児童１人
あたり ５万円

厚生労働省

児童１人
あたり 10万円

対象世帯

子ども育成課 子育て支援係 ☎ 67-0741（直通）または 厚生労働省 コールセンター ☎ 0120-400-903

７月は「ごみ減量推進月間」ごみ減量にご協力ください
  市民環境課 生活環境係　☎ 67-0726（直通）

　７月１日から31日までの１カ月間を「ごみ減量推進月間」とし、ご家庭や事業所から排出されるごみの減量と、適
切な分別による資源物のリサイクルを進めるため、広く呼びかけを行います。期間中は特にもえるごみの減量を推進す
るため、次の２点にご協力をお願いします。

モバイルバッテリー、リチウムイオン電池等、充
電式の電池製品は乾電池と同様にもえないごみの

袋とは別の袋、箱等に入れ、「電池」と明記するとともに記名
をして、もえないごみの収集日にステーションへ出してください。
その際、短絡防止のため、ビニールテープ等で絶縁して出して
ください。デジカメ、コードレス家電等の充電式の電気製品は、

■生ごみ処理器の購入費を補助します
一般家庭、店舗、事業所等の生ごみ処理器購入費用の
一部を補助します。補助対象機種と補助額は次のとおり
です。詳しくはお問い合わせください。

○5千円以上の
　生ごみ堆肥化容器
　（コンポスト容器等）
　購入額の１/２以内
　（上限額5千円）

○1万円以上の
　電動生ごみ処理機
　購入額の１/２以内
　（上限額2万円）

①生ごみの減量にご協力をお願いします
指定袋に入れる前に十分水を切る、コンポスト容器
や生ごみ処理機等を利用して堆肥化するなどの方法
で、生ごみの減量にご協力をお願いします。料理を
作りすぎない、食べ残しをしない、といったことも生
ごみの減量につながります。
②資源物をもえるごみで出さないようお願いします
分ければ資源となる古紙やプラスチック製容器包装
が、もえるごみに混入している状況が多く見られます。
正しい分別はごみ減量への第一歩です。指定袋へ入
れる前に、もう一度確認をお願いします。

バッテリーや電池を取り外し電池として、本体は年2回開催される
「資源物休日回収」の際に出してください。電気シェーバー、加熱
式たばこ、おもちゃ等のバッテリーや電池が簡単に外せないものは、
無理に外そうとせず本体ごと電池として出してください。バッテリー
や電池が入ったままもえるごみやプラの袋に入れてステーションに
出すことは火災の原因となりますので絶対にしないでください。

リチウムイオン電池、モバイルバッテリーなどのゴミの出し方のご案内

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

歯
科
口
腔
健
診
事
業
の
お
知
ら
せ

　　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
よ
る
、
歯
科
口
腔
健
診

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

①
昭
和
21
年
4
月
１
日
か
ら

昭
和
22
年
3
月
31
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者

②
昭
和
17
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
21
年
３
月
31
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
直

近
で
生
活
習
慣
病
に
係
る
受

診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

か
つ
令
和
３
年
度
に
歯
科
医

療
の
受
診
が
な
か
っ
た
方

■
健
診
期
間

7
月
1
日
㈮
か
ら
12
月
30
日

㈮
ま
で

■
健
診
費
用

無
料
（
健
診
に
よ
り
治
療
や
精
密

検
査
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
費

用
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
健
診
の
方
法

①
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
よ
り
対
象

と
な
る
方
に
案
内
通
知
と

受
診
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す

（
6
月
下
旬
頃
）。

②
健
診
希
望
の
方
は
直
接
歯

科
医
院（
※
）に
予
約
を
し
て
、

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

保
健
事
業
室

☎
０
２
６-

２
２
９-

５
３
２
０

口
腔
内
疾
患
検
診
の
ご
案
内

　
口
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
入
り

込
む
入
り
口
と
な
り
ま
す
。
口
や

鼻
の
粘
膜
（
粘
液
）
は
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
役
割
を
し

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
お
口
の
中

の
検
診
を
受
け
、
健
康
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

「
飯
山
市
口
腔
内
検
診
受
診
券
」

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
さ
ん
も
口
腔
内
疾
患
検

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

妊
娠
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
際

に
ご
案
内
し
ま
す
。

■
対
象
者

○
今
年
度
末
年
齢
が
40
歳
、

50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
な

る
方
と
妊
婦

■
検
診
費
用

　
無
料

■
歯
科
医
療
機
関

内
山
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

６
２-

２
６
６
３

岸
歯
科
医
院 

６
２-

２
７
０
２

栗
山
歯
科
医
院 

６
２-

２
２
２
２

平
井
歯
科
医
院 

８
１-

１
１
８
２

ふ
じ
ま
き
歯
科 

６
５-

１
８
８
８

横
田
歯
科
医
院 

６
２-

２
６
３
６

■
受
診
方
法

事
前
に
歯
科
医
療
機
関
へ
電

話
で
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。（
健
診
時
間
は
お

よ
そ
30
分
で
す
）

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎ 

６
７-

０
７
２
７
（
直
通
）

※
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯

科
医
院
が
対
象
で
す
。

■
持
ち
物

受
診
券
・
被
保
険
者
証
・
お

薬
手
帳
（
お
薬
手
帳
が
無
い

場
合
不
要
）

「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て

勤
務
す
る
税
務
職
員
（
国
家
公

務
員
）
を
募
集
し
ま
す

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ

さ
い
。

■
受
験
資
格

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
、
お
よ
び

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
見
込
み
の
者
な
ど

■
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

■
受
付
期
間

６
月
20
日
㈪
か
ら
６
月
29
日

㈬
■
試
験
日

第
１
次 

９
月
４
日
㈰

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係

☎
（
付
加
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
４
８-

６
０
０-

３
２
９
０

発
信
音
の
あ
と
内
線
番
号

２
０
９
７
を
押
し
て
く
だ
さ
い

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
７
月
５
日
㈫
か
ら
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。
宝
く
じ
は
長

野
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
】

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

7
億
円
！

《
１
等
》
5
億
円
×
24
本

《
前
後
賞
各
》
1
億
円
×
48
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

７
２
０
億
円
・
24
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】

１
等
・
３
千
万
円
！

《
１
等
》３
千
万
円
×
28
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

２
１
０
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

■
発
売
期
間

７
月
５
日
㈫
〜
８
月
５
日
㈮

■
抽
せ
ん
日

８
月
17
日
㈬

※
昨
年
の
宝
く
じ
時
効  

８
月
29
日
㈪

公
益
財
団
法
人

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
２
６-

２
３
４-

３
６
１
１
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なぜ、高血圧には減塩が必要か
　私たちの身体は体内の濃度を一定に保とうとする
作用があります。塩分を取りすぎると濃度を薄めよ
うとして水分を貯め込みます。身体の水分量が増え
るため、心臓は血液をより強く押し出そうとします。
すると強い力が血管壁にかかり、血管は硬く、もろ
くなっていきます。血管の弾力性が失われると、血
管内にコレステロールが付きやすくなり、血液の通
る道が狭くなるため、心臓はさらに強く押し出そう
とします。この悪循環が心臓と血管に負担をかけ、
心不全や脳出血などの疾患を引き起こします。

血圧は「やや高め」でも要注意

高血圧になりやすい生活習慣のチェック
・インスタント食品、漬物、練り物、干物、ハムやソー
セージ、味が濃いもの等をよく食べる
・ラーメンやうどん等の麺類の汁をほとんど飲む
・野菜をあまり食べない
・タバコを吸っている
・運動はあまりしない

予防と改善のコツ
・しょうゆや塩は食べ物にかけず、つけて食べる
・味付けは塩ではなく、コショウ等の香辛料、昆布な
どのうま味、ショウガやネギ等の薬味、酢やレモン
等の酸味を使う
・味噌汁は具だくさんにして、汁の量を減らす
・麺類のつゆは残す
・ラジオ体操やウォーキングなど有酸素運動を取り入
れる
・肥満にならないように気を付ける

　この機会にできることから少しずつ減塩を始めてみ
ませんか。

　保健福祉課　健康増進係　 ☎ 67-0727（直通） ⑤
　飯山市の皆さん、ゴールデンウィークに何をしまし
たか？私は自宅の大掃除のほか、菜の花まつり、五束
神社の本建祭、森の家のアクティビティなど、さまざ
まなイベントに参加しました。その中から、今回のコ
ラムでは農作業体験について話をしたいと思います。

　５月４日、里山暮らしを体験できるプログラムに参
加し、田んぼを耕してみたり、水路の整備をしたりし
ました。５月 19 日には、東小学校の児童と一緒に、
福島棚田で田植えを体験しました。この二つの体験で、
飯山はお米作りに最適な環境に恵まれ、お米は重要な
農産物であることを深く感じました。

　カナダは田んぼが少ないので、先月の田んぼの整備
体験と田植え体験は、私にとって貴重な経験です。カ
ナダ、特に来日前に住んでいたエドモントン市にある
大草原には広い畑があり、農家は主に小麦や牧草、キャ
ノーラ（カナダの菜の花）などを栽培します（北海道
の畑を想像してください）。田んぼは、暖かいカナダ
南部の国境の近くでしか見られませんので、今まで田
んぼに行ったことがありませんでした。

　私は数年前から農業に関心を持っていたので、飯山
で農作業体験ができることをとてもうれしく思いま
す。９月の稲刈り体験も楽しみです！

飯山では、農作業体験ができます。

QRコードで
インスタグラム
をチェック！

Ｅ ( エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 193

八
条
植
え
の
田
植
機
を
操
り
、
ま
っ

す
ぐ
に
苗
を
植
え
る
岸
田
さ
ん
。

地
元
の
㈲
柏
尾
精
米
で
働
き
始
め
て
３

年
目
と
な
り
ま
す
。
仕
事
は
主
に
米
作

り
で
、
苗
か
ら
精
米
ま
で
一
貫
し
た
作
業

を
し
て
い
ま
す
。「
お
米
が
で
き
る
と
や

り
が
い
と
達
成
感
が
あ
る
ん
で
す
」
と
笑

顔
で
話
す
岸
田
さ
ん
。
季
節
の
移
り
変

わ
り
と
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
、
飯
山
市
猟
友
会
に

入
っ
た
岸
田
さ
ん
。「
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
稲
を
荒
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

な
ん
と
か
し
た
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
狩
猟
が
で
き
る
11
月
中
旬
か
ら
２

月
中
旬
に
か
け
、
地
元
の
瑞
穂
地
区
の

山
を
中
心
に
20
回
ほ
ど
狩
猟
を
経
験
し

た
と
言
い
ま
す
。「
イ
ノ
シ
シ
は
意
外
と

大
き
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

下
高
井
農
林
高
校
時
代
、
そ
ば
班

に
所
属
し
て
い
た
岸
田
さ
ん
。
地

元
に
あ
る
お
食
事
処
「
棚
田
の
杜
ほ
く

ず
い
」
で
毎
週
金
曜
日
に
そ
ば
を
打
っ
て

い
ま
す
。
機
械
を
使
っ
て
打
っ
て
い
る
が
、

微
妙
な
工
程
は
手
を
加
え
て
あ
げ
な
い

と
お
い
し
い
そ
ば
に
な
ら
な
い
と
言
い
ま

す
。
自
宅
で
は
、
年
越
し
に
毎
年
そ
ば
を

打
っ
て
い
て
、
家
族
や
親
戚
で
楽
し
む
そ

う
で
す
。

作
っ
た
お
米
を
い
つ
か
米
・
食
味
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
い
と
今
後

に
つ
い
て
力
強
く
語
る
岸
田
さ
ん
。「
イ

ナ
カ
だ
け
ど
、地
元
は
い
い
。
高
校
で
習
っ

た
こ
と
が
生
か
せ
て
い
る
気
が
す
る
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

岸
田 

拓
実 

さ
ん

【
瑞
穂
地
区
】

「
米
作
り
」「
狩
猟
」「
そ
ば
打
ち
」

高
校
で
習
っ
た
こ
と
を

生
か
せ
て
い
る
気
が
す
る

　
最
近
、
全
国
的
に
地
震
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
あ

る
程
度
予
測
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
地
震
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

日
頃
の
備
え
が
と
て
も
大
切
で
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
会
社
、
学
校
、
家
庭

な
ど
で
よ
く
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

① 

身
の
安
全
の
備
え

◆
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対

策
を
し
て
お
こ
う

　
・
家
具
等
の
固
定
や
避
難
に
支
障
の
な

い
配
置
を
し
て
お
く
。

◆
け
が
の
防
災
対
策
を
し
て
お
こ
う

　
・
避
難
に
備
え
て
ス
リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー

カ
ー
、
懐
中
電
灯
な
ど
を
す
ぐ
に
使

え
る
場
所
に
置
い
て
お
く
。

② 

初
動
対
応
の
備
え

◆
消
火
の
備
え
を
し
て
お
こ
う

　
・
火
災
の
発
生
に
備
え
て
消
火
器
の
準

備
や
風
呂
の
水
の
く
み
置
き
を
し
て

お
く
。

◆
火
災
発
生
の
早
期
発
見
と
防
止
対
策

を
し
て
お
こ
う

　
・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
お
く
。

◆
非
常
用
品
を
備
え
て
お
こ
う

　
・
非
常
用
品
は
置
く
場
所
を
決
め
て

準
備
を
し
て
お
く
。
ま
た
、
車
載

ジ
ャ
ッ
キ
を
倒
壊
家
屋
か
ら
の
人
命

救
助
に
使
用
す
る
な
ど
、
身
近
に
あ

る
も
の
の
活
用
を
考
え
て
お
く
。

③ 

確
か
な
行
動
の
備
え

◆
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
こ
う 

　
・
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の

安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な

ど
を
決
め
て
お
く
。 

　
・
指
定
避
難
場
所
の
確
認

◆
地
域
の
危
険
性
を
把
握
し
て
お
こ
う

　
・
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
に
加
え
て
、
わ

が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
お

く
。 

◆
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
こ
う

　
・
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
、
防
災
に
関
す

る
情
報
を
収
集
し
、
知
識
を
身
に
つ

け
て
お
く
。

◆
防
災
行
動
力
を
高
め
て
お
こ
う

　
・
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
、

身
体
防
護
、
出
火
防
止
、
初
期
消

火
、
救
出
、
応
急
救
護
、
通
報
連

絡
、
避
難
要
領
な
ど
を
身
に
つ
け
て

お
く
。
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